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ミトコンドリアの形態は極めて動的であり、分裂と融合がバランス良く繰り
返されることで形態が維持され、機能を発揮する。本研究では、ミトコンド
リアの膜分裂を制御するダイナミンスーパーファミリーGTPaseである
Dynamin-related protein 1(Drp1)に着目し、膜分裂を駆動する仕組みを解
析した。高速原子間力顕微鏡（HS-AFM）を用いてDrp1の分子ダイナミクス
を解析した結果、Drp1が脂質二重膜と相互作用し、膜の辺縁に集積する様子
を1分子レベルにおいてイメージングすることに成功した。近年、Drp1 の遺
伝子変異は様々な神経変性疾患を引き起こすことが報告されている。我々は、
神経系乳児てんかん患者から検出された病原性バリアント(p.Leu406Ser)に
着目した。HS-AFM解析を行った結果、変異型Drp1は野生型と同様の立体構
造をとるが、脂質膜への集積効率が変化することが示唆された。今後はさら
に、Drp1の分子動態と神経系疾患発症の関連性を解析し、生物物理学と臨床
医学の融合研究を発展させていきたい。


